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人口の動き 法律相談日
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50メートル公認ブール 造波と流水プール

おまたせしました

市民フ二ール完成
‘--吋同ヤ4・.. 噌.、~・--・......... 炉--吻'.... ・--.・........ 岨凶~ .... ・・~・4凶レ明

7月6日オープン

鯨を形とった目洗い場

波や流れのある近代的ブール

待望の市民プーノレが大村工業高校の横に完成し、 7 

月6日オープンする乙とになりました.

安全な場所、きれいな水で、泳げるとの市民プーノレは

総工費約2億 1千万円で、近代的感覚に満ちあふれで

います.全国でも数少ない造波プールは海岸に打ち寄

せる波を思わせ、波の高さは02.--...0.8mあります。

また流水プーノレは幅 5m水深 1mで 1周 180mもあ

り、流れの速さは 1周約5分間で、川の流れを思わせ

る特殊なものです。そして幼児のためには水深 0.3........ 

0.4 mの安全な、美しいプーノレがあり、競泳用には

日本水泳連盟公認の 9コースの 50mプールがありま

す.広い駐車場と、ざん新なカラーでデザインされた

場内は、樹々の緑とマッチして、華やかな色どりをそ

えています。 7耳6日プール聞き をして一般に開肢 し

ますので、多数お誘い合せの上ご来場下さい.
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毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所編集人/総務課長岩永宏印刷所/第一印刷
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を

~7 
!月 1
i7i 
i日i

l 投 1
~ iHi ~ 
i宋 t
i日i

'市政だより

い
よ
い
よ
第
十
回
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
の
投
票
日
を
迎
え
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
.

有
権
者
の
す
べ
て
が
参
議
院
の

国
政
上
に
占
め
る
重
要
性
を
よ
く

理
解
し
、
自
覚
あ
る
投
票
を
し
ま

し
ょ
う
.
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こ
ん
ど
の
選
挙
は
、
地
方
区
と

全
国
区
の
議
員
を
選
び
ま
す
の
で

一
人
で
二
つ
の
投
票
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
.

。
投
票
所
に
は

必
ず
入
場
券
を

投
票
所
に
は
必
ず
投
票
所
入
場

券
を
持
参
し
、
受
付
に
提
出
し
て

下
さ
い
.
も
し
入
場
券
を
な
く
し

た
人
は
、
受
付
に
そ
の
旨
を
申
し

出
て
下
さ
い
.
な
お
、
投
票
所
は

入
場
券
記
載
の
場
所
で
な
け
れ
ば

投
票
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下

さ
い
.

。
投
票
時
聞
が

延
長

午
後
フ
時
ま
で

乙
ん
ど
の
選
挙
は
、
特
別
に
投

票
時
間
が

一
時
間
延
長
さ
れ
ま
す

投
票
時
間

午
前
七
時
か
ら
午
後
七
時
ま
で

。
投
票
日
に

サ

イ

ン

広
一
分
間
吹
鳴
し
ま
す
.

。
開
票
所
は

市
民
体
育
館

開
票
は
七
月
七
日
午
後
八
時
三

十
分
か
ら
市
民
体
育
館
で
行
い
ま

す
.原動機付自転車

標識 取 替 え

フ月 8日から

あ
な
た
が
所
有
し
て
お
ら
れ
る

原
動
機
付
自
転
車
の
標
識
の
取
替

え
を
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
.

該
当
者
に
は
直
接
通
知
し
ま
す

が
手
違
い
な
ど
に
よ
り
通
知
が
届

か
な
か
っ
た
と
き
は
、
原
動
機
付

自
転
車
と
印
か
ん
持
参
の
う
え
該

当
地
区
の
取
替
え
臼
に
取
替
え
を

済
ま
せ
て
下
さ
い
。

な
お
、
そ
の
日
に
ど
う
し
て
も

都
合
が
つ
か
な
い
人
は
、
七
月
十

八
日
か
ら
七
月
三
十

一
日
(
土
曜

の
午
後
及
び
日
曜
は
除
く
)
ま
で

に
市
役
所
課
税
課
で
取
替
え
を
す

ま
せ
て
下
さ
い
.

詳
し
く
は
課
税
課
へ

実
施
場
所
及
び
日
時

大
村
地
区

市
役
所
玄
関
横

七
月
八
日
、
九
日

午
前
九
時
l
午
後
四
時

西
大
村
地
区
西
大
村
出
張
所

七
月
十
日
、
十
一
日

午
前
九
時
l
午
後
四
時

鈴
田
地
区

鈴
田
出
張
所

七
月
十
五
日

午
前
九
時

t
午
後
四
時

萱
瀬
地
区

萱
瀬
出
張
所

七
月
十
五
日

午
前
九
時

t
午
後
同
時

一
浦
地
区

三
浦
出
張
所

七
月
十
六
日

午
前
九
時

l
午
後
四
時

竹
松
地
区

竹
松
出
張
所

七
月
十
六
日

午
前
九
時
1
午
後
四
時

福
重
地
区

福
重
出
張
所

七
月
十
七
日

午
前
九
時
1
午
後
四
時

松
原
地
区
松
原
出
張
所

七
月
十
七
日

午
前
九
時

t
午
後
四
時

て

-

・

ブ

ー

ル

聞

き

無

料

開

放

日

第

一

月

曜

と

第

三

月

曜

日

八
月
十
四
日
、
十
五
日
、
十
六
日

そ
の
他
管
理
上
必
要
な
と
き

利
用
に
つ
い
て
お
願
い

【市民プール】

レミつ利用に

①
七
月
六
日

①
七
月
七
日

午
後
二
時

t
五
時

午
前
十
時

t
午
後

四
時

有

料

開

放

七
月
八
日

t
九
月
十
日

午
前
十
時
1
午
後
六
時

‘
休

場

日

ー
参

議

院

議

員

選

挙

レ

七
月
七
日
の
投
票
日
に
は
、
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
火
災

と
ま
ち
が
え
な
い
よ
う
に
し
て
下

さ
い
.

午
前
七
時
(
投
票
開
始
時
刻
)

個
人
利
用
料
金

一

人

一

日

一

回

大
人
・
高
校
生
百
円

小
学
・
中
学
生
五
十
円

※
「
大
人
」
と
は
十
五
歳
以
上
の

人

7
月

7
日

五
十
メ
ー
ト
ル
ブ

l
ル
専
用
使
用
料
金

引

山

崎

/
石

調

主

什

一一
計

一
什

晴

引

石

日

一

大
人
・
高
校
生
一一一、

0
0明
一一一、

0
0明
一一一、

0
0凹
一五、

0
0叩
一

小
学
・
中
学
生
一
一、

0
0
旦

一、

0
0旦
一
、

0
0旦
一
一
、
五

O
凹
-

投
宙
宗

日

4 

て
プ
!
ル

に
動
物
を
つ
れ
て
来

な
い
こ
と
。

二
、
幼
児
に
は
必
ず
親
が
付
添
う

V

」
、
戸
」
・

三
、
病
気
の
人
は
ご
遠
慮
下
さ
い

皮
ふ
病
や
眼
の
病
気
の
人
は
、

入
場
を
お
断
り
し
ま
す
。
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良

識t

の

官軍
フ官官ご

が

無
料
で
乳
酸
飲
料
配
達

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
に

市
は
、
七
十
歳
以
上
の
ひ
と
り

暮
ら
し
の
老
人
に
乳
酸
飲
料
を
七

月

一
日
か
ら
毎
日
無
料
で
配
達
し

て
い
ま
す
.
こ
れ
は
老
人
の
安
否

を
確
認
す
る
と
同
時
に
、
急
迫
し

た
事
態
の
発
生
に
対
処
で
き
る
体

制
を
確
立
し、

併
せ
て
独
居
老
人

の
安
ら
か
な
生
活
を
保
持
す
る
た

「みなさんの協力をグ「

」愛の血液助け合い運動」

りむおお市政だより

「全国愛の血液助け合い月間」

高
度
の
経
済
成
長
に
よ
り
全
国

的
に
お
び
た
だ
し
い
公
害
が
生
じ

環
境
汚
染
な
ど
が
大
き
な
社
会
問

(3) 

め、

老
人
友
愛
訪
問
を
実
施
す
る

も
の
で
す
。

該
当
者
は
す
で
に
調

査
し
て
い
ま
す
が
、
も
し
、

漏
れ

て
お
ら
れ
る
人
は
、
地
区
民
生
委

員
ま
た
は
福
祉
事
務
所
ま
で
連
絡

し
て
下
さ
い
。

な
お
詳
し
く
は
福
祉
事
務
所

へ

お
尋
ね
下
さ
い
。

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
従
来

の
病
気
に
加
え
て
原
因
不
明
の
難

病
の
発
生
と
交
通
、
産
業
災
害
な

ど
次
々
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ

の
様
な
悪
い
環
境
で
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
私
た
ち
は
、
い

つ
不
測
の
事
故
や
予
想
さ
れ
な
い

傷
病
に
お
そ
わ
れ
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
.
尊
い
人
命
を
教
う
た
め
に

は
、
お
互
い
の
助
け
合
い
が
必
要

で
す
.
特
に
輸
血
が
必
要
と
な
っ

た
場
合
は
助
け
合
い
以
外
に
方
法

が
あ
り
ま
せ
ん
.
血
液
の
代
替
品

は
な
い
の
で
、
事
故
が
発
生
し
て

か
ら
あ
わ
て
て
も
間
に
合
い
ま
せ

ん
。
健
康
な
時
に
献
血
さ
れ
た
愛

の
血
が
他
人
の
生
命
を
助
け
、

自

分
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
は
、

他 生

だ

み

す

人
の
献
血
に
よ
っ
て
直
ち
に
助
け

ら
れ
る
。
乙
れ
が
「
愛
の
血
液
助

け
合
い
」
で
す
。
七
局
は

「
全
国

愛
の
血
液
助
け
合
い
月
間
』
で
す

全
国
各
地
で
強
力
な
献
血
推
進

が
国
民
運
動
と
し
て
展
開
さ
れ
ま

す
。
長
崎
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ

ー
で
は

、
官
庁
、
間
体
、
事
業
所

み

か

ん
摘

果

生
産
量
の
増
大
に
伴
い
今
後
の

み
か
ん
経
営
は
消
費
者
と
共
に
手

を
取
り
合
い
喜
び
合
っ
て
行
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
為
に

は
、
ま
ず
質
の
良
い
お
い
し
い
み

か
ん
を
生
産
し
、
消
費
者
か
ら
喜

ば
れ
る
こ
と
が
第

一
で
す
。

参

議

院

な
ど
の
集
団
献
血
を
始
め
、

街
頭

で
も

一
般
献
血
の
実
施
計
画
を
し

て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
献

血
に
深
い
ご
理
解
を
い
た
だ
き
職

域
、
地
域
で

、
ご
都
合
の
よ
い
時

期
に
献
血
の
申
込
み
を
、
お
願
い

し
ま
す
。
献
血
に
つ
い

て
の
問
合

せ
や
申
込
み
は
市
社
会
課
で
す
。

明

る

し、

家

庭

は

み
ん

な

の

健

康

か

ら

第
二
回
家
庭
医
学
教
室
を
五
月

か
ら
十
一
月
ま
で
十
二
回
に
わ
た

っ
て
開
講
し
て

い
ま
す
。

校舎増改築工事「

( 終る

=大村小学校二

よ 移に ト 積 三楽千了大
う転あ今 造二 、 教 万 し 村
にさつ 回 り九 水 室 円 ま小
なれたの(八洗 ーでし 学
り、 普増三 O 便、 普 た 校
ま 静通 改 階 d 所準通。 の
しか 教築 l鉄五備教総増
たに室で二筋 カ 室 室 工 改
。勉が 従階 コ所五二 費築
強新来 )ン で、十約工
で 校国で ク 、 配 二 一 事
き舎道すリ総 膳 、億が
るに 側 。 1 面 室音七完

農

家

は

毒
性

の
強
い

農
薬
は

蚕
に
大

き
な
被

害
を
与

え
養
蚕

農
家
の

被
害
が

認
め
ら

れ
ま
す

カ三

農薬使用

大

切

グ

養蚕 地帯の

今
月
か
ら
摘
果
時
期
に
入
り
ま

す
の
で
、
質
の
悪
い
み
か
ん
は
徹

底
的
に
摘
果
し
、
豊
か
な
秋
の
収

穫
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

摘
果
に

つ
い
て
の
問
合
せ
は
普

及
所
、
市
役
所
、

農
協
の
各
指
導

者
へ
と
連
絡
下
さ
い
。

.:a::. 
，'i!:!.、注

-圃.
も -

教
育
委
員
会
・
市
立
病
院

※
次
の
教
室
の
お
し
ら
せ

O
七
月
三
日

(
水
)

糖
尿
病
の
予
防
対
策

内

科

医

長

藤

田

洋

O
七
月
十
七
日
(
水
)

婦
人
の
か
か
り
ゃ
す
い
病
気
と

そ
の
対
策

婦

人

科

医

長

大

野

力

場
所

中
地
区
公
民
館

時
間

午
後
一
時
三
十
分

i
三
時

三
十
分

健
康

e

つ
く
り
の
タ
ベ

中
地
区
公
民
館

七
月
十
八
日

(木
)

八
月
二
十
二
日
(
木
)

午
後
七
時

t
十
時

の
で
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

て

風

向
風
力
を
考
慮
し、

朝
夕

の
風
の
な
い
時
期
に
散
布
し
て

下
さ
い
.

一
一
、
養
蚕
農
家
は
付
近
の
使
用
農

家
に
飼
育
日
時
を
連
絡
し
、
被

害
を
受
け
な
い
よ
う
話
し
合
い

ま
し
ょ
う
。

、
毒
性
の
強
い
農
薬
は
使
用
し

な
い
よ
う
協
力
下
さ
い
.
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「
火
災
保
険
号
大
村
」

0

0

0

0

0

0

0

 

最
新
式
の
消
防
車

日
本
損
害
保
険
協
会
か
ら

期 す 申老望学対 置変十 の 消圏 乙火百十
日 ・受 し 人のを象お 三ス もら馬消防組の災五七日

講込ク人開 と お 3十 あぬ力防車合た予 十 年 本
者みラは講 し む 〉本 りもの車を大び防六以損
定下プ市してね 3が 、 の 出 は 寄 村 県 に 台 来 害
員さ 連福 ま次 六 f傭 吐で 力 小 贈 消央 協 の、 保
百い合祉 す の十 〈え 水 、が型さ防 地 力消全険
人 。会 事 のと歳 C付口 油あでれ署域 し 防国協
で へ務でお以ミけ四 火 り す ま へ 広 て 車 の 会
締 早所受り上 3ら 箇災 大 が し 最 域 いを都は
切 めま講老の 〉れ所用型 、た新市ま寄市昭
り にた C 人人 J 、、 の車百 。式町す贈に和
ま おは希大を 〈時ホ 装 と 三乙の村 がし八 二

表 t

第1日|午|講座名|生きがし咋時座名H寺町

7/221前|講師名|宮田藤臣|後暗師名井手博1;: 

第2日|午|講座名|経済|午|講座制 教 養 |

7 / 29 1前 |講師名 | 未定|後|講諦創小松昌幸I ~

事3日|午|講座名|趣味 |午|講座名|健康 |

8/5 1前|講師名|池田可制後1講師名|本郷芳郎!

任 多 並 勤 い が 人 婦 度 た 務問
〉期 岐 び 労 て行の人協をめに来 労
Jはにに青 の つ実 、助 設 に協 、働
J二 わ関少 広て 態勤員け 、力 民省
〈年た係 年 報いの労 はて 婦援聞で
ミと る 機 の 、る 把青 地 い人 助 か は
うな 活関問啓保握少 域ま少をら
〉つ 動へ題発護や年にす年 し 婦昭
〉てをのの及 、婦 及 お。 室て人和
Jいし 連相ぴ福人ぴけ 協 い少 二
fま て 絡談婦祉少 ー る 助た年十
三すおな 受 人 に年 般動 員 だ室 八

りど理ゃっ室婦労 制く業年

〈と 黒 し 八 る社現 ラ
順 コた 当 ) 尾長在ジ昭

三調 シ が時 が 上 と 輸ノレ和
〉に ヨ、 四里進 し 出 へ 三
J大 I他 家 帰 さ て 入 農十
f規 ・の 族りん企宝業二
〈模野家がさ ( 薬 石移年
1 な菜族集 れ 須 活 、住 八
う農 栽 も団ま 田 動土 し 月
〉業培 元 移 し ノ を 産 て に
?経 ・ 気 住 た木し品十南
イ営養でし。 八 て 商七米
fを 鶏 、 ま 九いの 年 ブ

協有よで 家 輸よ
力 するも庭入う
をる 健 あ で サに
おも 康 りは Jレ し
顕 の でま 、を て
い の あす危飼下
し みるの険育さ
ま 、旨で性 し い
す 飼 の 、のよ
-ぅ証 獣 高う ま
よ明 医 い と た
う書師動す今
と を に 物 る 後

ぞ

=受講者募集中 =

つ

J¥ 

ど

老人 大 学

場
所

七
月
二
十
二
日

七
月
二
十
九
日

八
月
五
日

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

~ 

参

議

院

議

選

挙

員

価
六
百
万
円
も
す
る
高
価
な
も
の

で
す
.

六
月
十
九
日
大
村

消
防
署

で

寄
贈
式
が
あ
り
「
火
災
保
険
号

大
村
』
と
命
名
さ
れ
市
中
を
パ
レ

婦人少年室協助員

一一一一一一一一一一一'一一一一一一一一一一一一'一

前田さんら 3人決まる

程日

7
月

7

ー
ド
し
ま
し
た
.

こ
の
最
新
式
消
防
車
の
寄
贈
で

市
内
の
消
火
態
勢
は
一
段
と
強
化

さ
れ
、
防
災
に
役
立
つ

こ
と
と
皆

さ
ん
か
ら
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
任
期
満
了
に
伴
い、

四

月

一
日
付
で
県
下
に
五
十
人
の
新

協
助
員
が
労
働
大
臣
の
委
嘱
を
受

け
て
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

大
村
市
の
協
助
員
は
次
の
と
お

り
で
す
.17 

年

目
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら

健
康
監
視
を
十
分
に

輸

入

サ

ル

の

飼

育

最
近、

輸
入
サ
ル
か
ら
感
染
し

た
と
考
え
ら
れ
る
赤
痢
の
発
生
事

例
が
県
内
で
相
次
ぎ
、
サ
ル
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
、
伝
染
病
予
防

対
策
上
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

乙
の
輸
入
さ
れ
た
サ
ル
は
、
赤

日

投

日

冨吉
フすて

痢
菌
を
保
有
す
る
可
能
性
が
非
常

に
高
い
の
で
、
家
庭
で
飼
育
さ
れ

て
い
る
所
は
、
特
に
サ
ル
の
健
康

状
態
を
把
握
し、

下
痢
を
く
り
返

す
な
ど
異
常
と
思
わ
れ
る
サ
ル
は

速
か
に
獣
医
師
の
診
察
を
受
け
る

前
田
イ
ツ
子

祝
崎
郷
三
四

一

小
湊

了

片
町
住
宅

一
一
号

溝
上
太
久
馬

中
諏
訪
町

ご
ニ
八

の

里

帰

り

尾

上

さ

ん

し
て
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

尾
上
さ
ん
は
日
系
ブ
ラ
ジ

ル
の

女
性
と
結
婚
し
て
、
一

男

一
女
が

あ
り
、
今
回
の
里
帰
り
で
、
故
郷

の
発
展
ぶ
り
に
驚
い
て
お
ら
れ
ま

し
た。

早
速
帰

っ
た
ら
他
の
移
住

家
族
の
皆
さ
ん
に
も
故
郷
の
状
況

を
知
ら
せ
た
い
と
言

っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
.



…
お
し
ら
せ
、
亀
一
-
「
す
コ

，，f
j
g
z
 

午
前
九
時
三
十
分

t
十
一
時

午
後
一
時
f
二
時
三
十
分

場
所
市
役
所
大
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
持
参
し

て
下
さ
い
.

乙
の
健
診
は
、
お
子
さ
ん
の
心

身
の
発
達
を
正
し
く
知
る
上
に
大

切
で
す
。
お
繰
り
合
せ
お
で
か
け

下
さ
い
.

対
象
昭
和
四
十
六
年
一
月
生
れ

の
人
、
及
び
昭
和
四
十
五
年
七

月
か
ら
同
年
十
二
月
生
れ
の
人

で
、
ま
だ
健
診
を
受
け
て
い
な

い
人
。

日
時
七
月
二
十
三
日

~ 

昭和49年 7月1日
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注
射
と
検
診

-
妊
婦
及
び
乳
幼
児

健

康

相

談

月日 |場 所 |時間

口 | 泊 三水晴江19:30-7月10臼lー 浦診療所|
μ 1_ 1mU 品 川 11:00 

----，------------， r -~・ n ， _ 

7月12日i竹松本町公民館IJ IL  1--111 JT 小町一向 14:30

口噌 i情モE 山 戸E ~r: 1 9:30-7月i日i福重出張所|
ノJ I U 1--1 I日M 旦山以凶 11:00 

りおおむ

圃
三
歳
児
健
康
診
査

市政だより(5) 

良
※竹位地区は幼児 (2歳-2歳6ヵ月)

のみ 識

の

言E6'
ヲす電E

カま

-妊婦教室

生

7ご

み

す

募

集

-
市
職
員
を
募
集

職
種
保
健
婦

資
格
保
健
婦
の
免
許
を
有
す
る

人
で
昭
和
十
四
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
二
十
七
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
れ
た
人

職
種
電
気
(
弱
電
)
技
術
者

資
格

①
高
等
学
校
以
上
で
電
気
工
学
の

課
程
を
卒
業
し
た
人

①
昭
和
十
九
年
四
月
二
日
以
降
に

生
れ
た
男
子

①
弱
電
関
係
業
務
に
従
事
経
験
五

年
以
上
の
人

受
付
期
間
七
月
一
日
1
十
五
日

採
用
人
員
各
職
種
一
人

※
詳
し
く
は
人
事
課
へ

-
出
張
所
の
管
理
人

を

募

集

入
居
場
所
三
浦
出
張
所

管
理
人
室
の
間
取
へ
畳
、
六
畳

台
所
(
二
坪
)
、
押
入
一
カ
所

浴
室
、
便
所

申
込
期
限
七
月
二
十
日

※
詳
し
く
は
市
人
事
課
へ

-
大
村
混
芦
合
唱
団

団
員
募
集

参

議

院

大
き
な
芦
で
コ

i
ラ
ス
を
楽
し

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
歌
が
好
き
な

人
は
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

曲
目
は
合
唱
曲
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

曲
な
ど
を
練
習
し
て
い
ま
す
。

練
習
は

毎
週
火
曜
・
金
曜
H
の
午
後
七

時
か
ら
九
時
ま
で
、
中
央
公
民

館
で
行
っ
て
い
ま
す
。

申
込
は

直
接
練
習
H
に
中
央
公
民
館
へ

お
い
で
下
さ
い
。
ま
た
は

九
電
大
村
営
業
所
笹
田

①
l
一
一
一
七
一

市
教
委
社
会
教
育
課
富
永

③
i
四
一
一
一

へ
電
話
し
て
下
さ
い
。

-
税
務
大
学
校

学

生

募

集

税
務
大
学
校
普
通
科
研
修
生
は

国
家
公
務
員
採
用
初
級
試
験
(
税

務
)
の
合
格
者
か
ら
採
用
さ
れ
、

給
与
の
支
給
を
受
け
な
が
ら
一
年

間
の
研
修
を
受
け
、
卒
業
と
同
時

に
「
大
蔵
事
務
官
」
と
な
っ
て
税

務
署
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
.

受
験
資
格
昭
和
二
十
九
年
四
月

一
一
日
か
ら
昭
和
三
十
二
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
れ
た
男
子

願
書
受
付
七
月
十
八
日

t
三
十

一
日
人
事
院
九
州
事
務
局

第
一
次
試
験
十
月
六
日
(
日
)

高
校
卒
業
程
度
の
教
養
、
適
性

及
ぴ
作
文
試
験

第
二
次
試
験
十
一
月
上
旬

1
下

匂
口
述
試
験
、
身
体
検
査

詳
し
く
は
人
事
院
九
州
事
務
局

ま
た
は
最
寄
り
の
税
務
署
へ

試

験

圃
県
公
立
学
校
教
員

志
願
者
選
考
試
験

長
崎
県
公
立
学
校
教
員
(
小
・

中
・
高
)
を
志
願
す
る
人
は
次
の

要
項
に
よ
っ
て
受
験
の
手
続
き
を

し
て
下
さ
い
。

出
願
期
日
七
月
十
一
日

t
二
十

門口

出
願
場
所
長
崎
県
教
育
庁
教
職

員
課
人
事
班
(
長
崎
市
江
戸
町

二
の
十
一
ニ
)

試
験
期
日

第
一
次
試
験
八
月
十
二
日

会
場
長
崎
西
高
等
学
校

第
二
次
試
験
十
月
十
四
日
J
十

六
日
の
う
ち
一
日

会
場
後
日
連
絡

出
願
手
続

願
書
用
紙
、
試
験
実
施
要
項
は

前
記
出
願
場
所
で
交
付
し
ま
す

※
養
護
教
諭
に
つ
い
て
は
年
齢

制
限
の
特
例
が
あ
り
ま
す
.

詳
し
く
は
市
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
へ

-
保
母
試
験
の
た
め
の

講
習
会
と
保
母
試
験

講
習
会

日
時
七
月
二
十
三
日
J
二
十
八

ロH毎
日
午
前
八
時
三
十
分
J
午
後

五
時

但
し
初
日
は
受
付
を
午
前
七
時

四
十
分
か
ら
行
い
ま
す
.

場
所
南
高
来
郡
小
浜
町
雲
仙

国
際
観
光
会
館

受

講

料

長
崎
県
内
社
会
福
祉
施

設

従

事

者

五

千

円

一
般
受
講
者
六
千
円

受
講
申
込
期
限
七
月
六
日

受
講
申
込
先
長
崎
県
社
会
福
祉

協
議
会

※
用
紙
を
請
求
さ
れ
る
場
合
は
返

信
用
封
筒
に
二
十
円
切
手
を
必
ず

は
っ
て
下
さ
い
.

試
験

日
時
八
月
六
日

l
九
日

毎
日
午
前
九
時
l
午
後
四
時
五

十
分

場
所
佐
世
保
市
矢
岳
町

九
州
文
化
学
園
短
大

受
験
申
込
期
限
七
月
六
日

※
詳
し
く
は
福
祉
事
務
所
へ



(6) 

公

宮企".

ヲロ

り

-
不
用
品
の
公
売

日
時
七
月
十
二
日
〈
金
)

午
後
二
時

t
午
後
三
時

場
所
大
村
消
防
署

公
売
物
件
車
芥
集
収
車
一
台

消
防
自
動
車
二
台

入
札
方
法
一

般
競
争
入
札

入
札
保
証
金
入
札
見
積
金
額
の

百
分
の
五
以
上
の
現
金

代
金
納
入
方
法
即
納
と
す
る

※
詳
し
く
は
会
計
課
用
度
係
へ

むおお市政だより昭和49年7月1日
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講

習

会

-mミ
リ
映
写
機
操
作

認
定
講
習
会

主
催
市
教
育
委
員
会

日
時
七
月
十
一
日
・
十
二
日

午
後
六
時

I
九
時
三
十
分

対
象
少
年
団
体
、
青
年
団
体
、

一
般
団
体
、
映
写
機
に
関
心
の

あ
る
人

定

員

三

十

人

受

講

料

無

料

申
込
七
月
十
日
ま
で
に
氏
名
、

住
所
、
所
属
団
体
を
電
話
か
ハ

ガ
キ
で
、
久
原
郷
一
の
一
、
中

央
公
民
館
電
①
l
四
三
二
一

へ

認
定
全
日
程
を
終
了
し
、
検
定

合
格
者
に
は
、
県
教
育
委
員
会

か
ら
認
定
証
を
交
付
し
ま
す
.

国
初
歩
の
レ
タ
リ
ン
グ

教

室

図
案
文
字
の
基
礎
的
な
レ

タ
リ

γ
グ

期
日
七
月
二
十
六
日

t
九
月
二

十
七
日
毎
週
金
曜
日
、
午
後

七
時

1
九
時

場
所
申
央
公
民
館

対
象

成
人
一
般

定

員

三

十

人

受
講
料
無
料
(
た
だ
し
、
用
具

代
三
千
円
程
度
)

講

師

日

大

高
校
教
諭
、
木
下
伸

弘
申

込

七

月
十
五
日
(
月
)
ま
で

に
氏
名
、

年
齢
、
住
所
、
職
業

を
電
話
か
ハ
ガ
キ
で
申
央
公
民

館
、
久
原
郷
一
の
一
電
①
|

四
三
二
一
へ

内
円 帽

合

ス
ポ
ー
ツ

-
水
上
ス
キ
!
教
室

日
時
七
月
二
十
日

午
後
十
二
時
三
十
分
1
五
時

七
月
二
十
一
日

午
前
九
時

1
午
後
五
時

荒
天
の
場
合
は
二
十
二
日
ま
で

順
延
し
ま
す
.

場
所
玖
島
郷
一
五
番
地

大
村
競
艇
場
内

資
格
県
内
一

般
男
女
(
十
五
歳

以
上
)

初
心
者
歓
迎

参
加
料
無
料

携
行
品
海
水
着
、
タ
オ
ル
、
弁

当
申
込

往
復
は
が
き
か
電
話
で
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職

業
を
七
月
十
五
日
ま
で
に
主
催

者
へ

主

催

長

崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

競
走
会
(
玖
島
郷

一
五
番
地

電

@
l六
一
九
四
)

-
壮
年
体
力
つ
く
り

ク
ラ
ブ
員
を
募
集

内場時期対
容所間日象

三
十
歳
以
上

毎
週
土
曜
日

午
後
二
時
J
四
時

市
民
体
育
館

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
使
伺

軽
ス
ポ
ー
ツ

市
教
育
委
員
会
体
育
課

申
込

国
ピ
ン
ポ
ン
教
室

日

時

毎

週
金
曜
日
、
午
後
七
時

ー
九
時

場
所

市
民
体
育
館

募
集
人
員
三
十
五
人

申
込
先

毎
週
金
曜
日
午
後
七

時
か
ら
体
育
館
で
受
付

-
都
市
対
抗
全
国
卓
球

大
会
に
出
場

大
村
市
チ

i
ム

六
月
十
九
日
熊
本
市
で
開
催
さ

れ
た
西
九
州
大
会
で
勝
ち
残
り
、

七
月
二
十
六
日
か
ら
千
葉
県
で
開

催
さ
れ
る
全
国
大
会
へ
西
九
州
代

表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
.

そ

の

他

国
勤
労
者
福
祉
信
用
保

証
基
金
の
ご
利
用
を

資
格
成
年
者
で
県
内
に
居
住
し

県
内
の
同
一
中
小
企
業
(
従
業

員
三
百
人
未
満
)
に
三
年
以
上

勤
務
し
て
い
る
未
組
織
労
働
者

資
金
の
使
途
生
活
資
金
、
住
宅

資
金

保
証
金
額
と
保
証
期
間

生
活
資
金
五
十
万
円
ま
で
、

三
年

住
宅
資
金
二
百
万
円
ま
で
、

十
八
年
、
二
十
五
年

連
帯
保
証
人
二
人

取
扱
金
融
機
関
十
八
、
親
和
各

銀
行
、
労
働
金
庫

詳
し
く
は
前
記
金
融
機
関
へ

国
給
水
工
事
指
定
業
者

追

加

指

定

市
水
道
部
は
、
給
水
工
事
を
速

や
か
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
市

民
の
皆
さ
ん
の
声
に
応
え
る
た
め

今
度
新
た
に
、
二
つ
の
業
者
を
追

加
指
定
し
て
、
七
業
者
と
し
ま
し

た
六
月
二
十
日
現
在
の
当
市
水
道

工
事
指
定
業
者
は
次
の
と
お
り
で

す
の
で
、
ご
利
用
下
さ
い
.

ム
協
和
水
道
設
備
同
(
乾
馬
場
郷

三
九
八
)
電
話
②
ー
四
五
三

O

ム
誠
和
工
業
閥
(
松
山
郷
七
七

六
)
電
話
①
l
一
一
五
一

ム
大
博
給
水
同
(
西
三
城
町
一
五

の
二
)
電
話

@
l
二
五
六
四

ム
明
和
工
業
側
(
片
町
九
八
)
電

話

@
l
六
五

一一

ム
高
瀬
建
設
同
(
西
本
町
四
七

八
)
電
話
③
l
三
一
三
一

A
竹
松
設
備
同
(
原
口
郷
八
三

一
一
)
電
話

@
1
七
一
二
一
六

ム
正
真
工
業
同
(
長
居
二
ニ
七
)

電
話
①
l

二
三
八

-
中
元
資
金
と
し
て

ご
利
用
下
さ
い

。
大
村
市
中
小
企
業
振
興
資
金

融
資
限
度
三
百
万
円
以
内

融
資
期
間

運
転
資
金

二
カ
年
以
内

設
備
資
金
三
カ
年
以
内

利

息

貸

付

料

年

八

μ

保
謀
料
一
・
ニ
二
Mm

取
扱
市
内
全
金
融
機
関

。
小
企
業
経
営
改
善
資
金

融
資
限
度
五
十
万
円
以
内

融
資
期
間
二
カ
年
以
内

利

息

年

七

%

担

保

保

証

人

不

要

取

扱

国

民

金
融
公
庫
代
理
金
融

機
関

※
い
ず
れ
も
詳
し
く
は
商
工
会
議

所
ま
た
は
市
商
工
観
光
課

へ

-
漂
流
物
を
拾
得

拾
得
物
件

一
隻

拾
得
場
所

黒
島
沖

※
お
心
当
り
の
人
は
市
会
計
課
へ

ア
ル
ミ
製
ボ
l
ト

西
彼
杵
郡
時
津
町

園
七
月
の
射
撃
予
定

池
田
射
撃
場

。
一
日
か
ら
六
日
ま
で

O
八
日
か
ら
十
一
日
ま
で

O
十
五
日
か
ら
二
十
日
ま
で

O
二
十
二
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で

O
二
十
九
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で

-
七
月
の
実
爆
予
定

大
多
武
演
習
場

O
七
月
九
日

午
前
八
時

1
午
後
五
時
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